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Abstract   A recent revision of the systematics of the family Apogonidae recognized four 
subfamilies (two being new), 14 tribes (all new) and 38 genera, one of which was new. 
Fifteen of the genera recognized had formerly been subgenera of Apogon or Rhabdamia, 
and lacked standard Japanese names, except for Apogonichthyoides, Nectamia sensu stricto 
and Zoramia. All apogonid subfamilies, tribes and genera occurring in Japanese waters are 
herein given fixed standard Japanese names. Based on the rules operationally proposed 
here, twenty-five new standard Japanese names were given to three subfamilies, 13 tribes 
and 9 genera, a name-baring type for each standard Japanese name (at generic level for 
family, subfamily and tribe level taxa, and a specific level for genera) being designated 
for each higher taxon occurring in Japanese waters. Additionally, a new standard Japanese 
name, Senou-hikari-ishimochi, was proposed for a Japanese species, Siphamia senoui, 
with the holotype designated as the type for the Japanese name.
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スズキ亜目テンジクダイ科は 354種を含む大
きな科である（Eschmeyer and Fong, 2014）．

以前は本科に含まれていたヤセムツ亜科が
Johnson（1984）により別の科に昇格した後，本
科には伝統的に 2つの亜科，テンジクダイ亜科 
Apogoninae とクダリボウズギス亜科 Pseudaminae 
が認められてきた．本科に属する種の大半，例
えば Nelson（2006）では 273種中の約 260種は前
者に含まれ，さらにそのうちの多くはテンジク
ダイ属 Apogon Lacepède, 1801に分類されてきた．
一方のクダリボウズギス亜科には，Baldwin and 

Johnson（1999）以来，次の 4属が含まれている：
クダリボウズギス属  Gymnapogon Regan, 1905，ク
ダリボウズギスモドキ属 Pseudamiops Smith, 1954，
ヌメリテンジクダイ属 Pseudamia Bleeker, 1865，お
よび Paxton Baldwin and Johnson, 1999（標準和名な
し）．
現在のとくにテンジクダイ亜科の分類体系の基礎

となったのは，骨学的解析にもとづくFraser（1972）
の研究である．その中でテンジクダイ属は，少なく
とも 100種を含む本科内最大の属とされ，全体とし
ての単系統性に疑問が残されながらも，内部に 10

テンジクダイ科の新分類体系にもとづく
亜科・族・属の標準和名の提唱
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の亜属が認められた．その後，多くの著者がこの
暫定的な分類体系を踏襲し，テンジクダイ属は 種
数が 3桁に上る巨大な属とみなされてきた．

21世紀に入って Bergman（2004）により頭部側線管
の形態比較にもとづく分岐学的解析が行われ，テンジ
クダイ属内のそれまでの亜属を属に格上げすることが
提案された．以来，テンジクダイ属内の亜属やサブグ
ループを，形態学的な再検討を行った上で属に格上
げする研究が発表されており，Greenfield et al. （2005）
による Zoramia，Fraser（2008）によるNectamia， Fraser 
and Allen（2010）による Apogonichthyoides等が例とし
てあげられる．さらに，Randall（2005）のように，図鑑
の中においてかつての亜属を属に格上げする動きも
出てきている．
近年では，ミトコンドリア（mt）DNAの塩基配

列にもとづく分子系統解析からも分類体系の再検討
を促す研究成果が提出されている．例えば本稿の
著者の一人（馬渕）を含むグループは，テンジク
ダイ属の中でも最大の亜属である Ostorhinchus 
Lacepède, 1802 [Fraser（1972）では Nectamia Jordan, 
1917，詳しくは Gon（1987）を参照 ] では，体表の
斑紋の特徴（縦帯，横帯，その他）ごとに別の系
統群を形成することを指摘した（Mabuchi et al., 
2006）．また別の研究グループは，これまでのクダ
リボウズギス亜科は単系統群ではなく，ヌメリテン
ジクダイ属が科内のもっとも根元で分岐する一方
で，クダリボウズギス属はテンジクダイ亜科の内部
に位置づけられることを指摘した（Thacker and Roje, 
2009）．しかし，これらの 研 究 は，Mabuchi et 
al.（2006） は 47種，Thacker and Roje（2009） は
33 種と解析に含めた種の数が少なく，また属・亜
属の網羅度も低かったので [詳しくは Mabuchi et 
al.（2014）の Table 1 を参照 ]，テンジクダイ科全
体の分類体系を見直す基礎とするには不十分で
あった．
このような状況の中，本稿の著者の一人（馬渕）
を含む研究グループは，これらの問題点をほぼクリ
アした大規模な分子系統解析（120種について
mtDNA の 3領域と核 DNAの 2領域を解析：全 40
属・亜属中の 33属・亜属を網羅）を行い，さらに
既知の形態の知見に再検討を加えた上で，以下の
ような新しい分類体系を提唱した（Mabuchi et al., 
2014）．まず，科内に 4つの亜科を立て，最大の亜
科，Apogoninaeの下に新たに 14の族を設けた．ま
た，従来のテンジクダイ属（Apogon）の中の亜属
はほぼすべて属に昇格させ，新たな属（Fibramia 
Fraser and Mabuchi, 2014）も一つ設けた．

この新しい分類体系を採用する場合，新たに設
けられたり，範囲の変わった亜科・族・属には，
まだ標準和名が確定されていない．そこで本稿で
は，テンジクダイ科のこの新しい分類体系の骨組み
を紹介するとともに，日本産の種を含むタクサにつ
いて標準和名を検討し，必要な場合は新しい標準
和名を提唱した．さらに，これらの標準和名の安定
化と今後の改訂における利便性に資するため，日
本から知られるすべての属以上のタクサについて標
準和名の基準タクサを指定した．
なお，近年のテンジクダイ科（とハゼ亜目）を

対象とした一部の分子系統学的研究では，従来の
テンジクダイ科の内部にハタンポ科が含まれるとい
う結果を提出している．mtDNAの 3つまたは 4つ
の遺伝子領域の解析にもとづくThacker and Roje
（2009）および Thacker（2014）の研究がそれだが，
一方で，硬骨魚類全体を対象とし，より多くの遺伝
子領域（mtDNAの 1遺伝子と核 DNAの 20遺伝
子）を使用した Betancur-R et al.（2013）では，ハ
タンポ科はテンジクダイ科とは大きく離れ，アオバ
ダイ科と強固な単系統群を形成している．本稿で
は，Mabuchi et al.（2014）で提唱されている分類体
系を基礎とし，ハタンポ科は扱わない．

方 法

標準和名の検討　テンジクダイ科の新分類体系
（Mabuchi et al., 2014）における属とそれより上位の
タクサ（科・亜科・族：以下「属グループ」）につ
いて，日本産の種を含むものについて標準和名を
検討した（以下の 2つの属に関しては，亜属の標
準和名についても属以上の検討方法に倣って検討
を行った：Ostorhinchus，Rhabdamia Weber, 1909）．
検討に当たっては以下の 3つのルール（R1，R2，
R3）を策定し，従った．

R1：属・属グループの標準和名は，原則として
その属・属グループの学名のタイプ種・属に対応
する和名と同じにする．

R2：学名のタイプ種・属が外国産である場合
は，R1にもかかわらず日本産の普通の種・属の名
称から選ぶ．なお，本稿で「普通の種」とは，国
内において比較的広く分布し，かつ平均的な外見
をもつ種を指すとする．「普通の属」は，このような
「普通種」を含む属とする．

R3：含まれる代表的な種・属の多くが共通の語
幹をもっており，その語幹が他の属・属グループ
内の名称にほぼ存在しない場合は，R1および R2
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にもかかわらず，その語幹を属・属グループの標
準和名とする．
以 上 3つ のル ールのうち，R1と R2は 森 岡

（1989）を参考に，R3はさらに瀬能（2002）の「標
準和名提唱・変更に際してのガイドライン（案）」
[以下，瀬能（2002）]の 4の 10を参考にして策
定した． 

基準タクソンの選定　新しい標準和名の提唱に
際しては，瀬能（2002）に従い，基準となるタクソ
ン（族以上のタクソンには基準属，属には基準種）
を指定した．また，標準和名が既にあるものに関し
ても，統一性と今後の利便性のため，新たに基準
タクソンを指定した．基準タクソンの指定に際して
は，標準和名を提唱する際の上の 3つのルールと
の整合性をとるために以下の 2つのルール（Ri，
Rii）を策定し，従った．

Ri：原則として，属・属グループの標準和名と同
じ名称をもつ種・属が存在する場合は，その種・
属を基準種・属にする．

Rii：共通する語幹が属・属グループの標準和名
になっている場合，その語幹を標準和名とする種
が存在するケースでは，その種・その種を含む属
を基準種・属とする．そうでないケース（今回は
結果として生じなかった）では，共通する語幹を標
準和名に含む「普通の種・属」（上述）から選ぶ． 
以上から，とくに上述の R2が適用された場合に

明白であるが，標準和名の基準種および基準属は
学名のそれと異なる場合がある．このため，標準
和名の命名体系は学名のそれとは独立したものと
なる．このことを明白にするために，標準和名の基
準種および基準属は標準和名で表し（学名のタイ
プは学名で表記），英文で作成した表中でもローマ
字表記をした標準和名で表した．また，本文中で
学名の基準属・種は「タイプ属・種」，標準和名
の基準属・種は「基準属・種」と呼び分けた．

基 礎とする分 類 体 系　本論文では， Mabuchi et 
al.（2014）の提唱した分類体系を用いたが，直後に
出版された Fraser（2014）の知見も取り入れて 
Ozichthys Fraser, 2014 を新属として加えた．テンジク
ダイ科の各属に含まれる種については Mabuchi et 
al.（2014）の Appendix A に基づいた．日本産の種
については基本的に林（2013）に従ったが，Gon 
and Allen（2012）に従って Siphamia senoui Gon and 
Allen, 2012 を日本産の種に加えた．Table 1–3 に記載
した標準和名はヘボン式のローマ字表記を行った．

結 果 と 考 察

日本産の種を含む各タクソンの標準和名は，上
述の R1からR3のルールに従って Fig. 1 および　
Fig. 2 のように決定した．前者は科と亜科に焦点を
当てた分類体系，後者は Apogoninae内の族と属に
絞った分類体系である．また，各タクサの基準タク
サは上述の Riと Riiのルールに従って，以下の 3
つの表のように選定した．すなわち，Table 1は科お
よび亜科の基準属について，Table 2 は族の基準属
について，Table 3 は属の基準種についてまとめた．
各タクサに含まれる日本産の種については，Table 4 
にまとめた．以下，学名のアルファベット順に，各
タクサについて標準和名，基準タクサの検討結果を
詳述する．なお本稿では，初出時および項目名と
して挙げた際の属名には記載者と記載年を記した
が，文献は引用していない．これらの文献につい
ては，Catalog of Fishes online（http://researcharchive.
calacademy.org/research/ichthyology/catalog/fishcatget.
asp?genid=7868）から調べることができる．

Family Apogonidae
テンジクダイ科

39属を含む．日本産 26属のうち 12属は「テン
ジクダイ」を，11属は「イシモチ」を標準和名の
語幹にもつ．後者の「イシモチ」はニベ科の種に
ついて，標準和名ではないものの広く使われる俗
称に用いられる．したがって R3を適用して本科の
標準和名はテンジクダイ科とするのが適当と考え
た．結果として既存の標準和名を保持することと同
じ．学名のタイプ属は Apogon．標準和名の基準属
は，Riiによりテンジクダイ Jaydia lineata (Temminck 
and Schlegel, 1843) が含まれるツマグロイシモチ属
（p. 46で新称定義）となる．本科に含まれる属や日
本産の種（総計 98種）については後述．

Four Subfamilies in Family Apogonidae
テンジクダイ科内の 4 つの亜科（Fig. 1）

Subfamily Amioidinae
オニイシモチ亜科（新称）

以下の 2属を含む．タイプ属は Amioides（オニイ
シモチ属）．本タイプ属には日本に分布する種が含
まれるので，R1により標準和名はオニイシモチ亜科，
Riにより和名の基準属はオニイシモチ属となる．
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Table 2.　Standard Japanese names of the tribes of the subfamily Apogoninae (all new) with their type genera (corresponding 
scientific names and type genera indicated on left)

Scientific name Standard Japanese name*
Tribe Type genus Tribe (“zoku**” in Japanese) Type genus*** (“zoku**” in Japanese)
APOGONINAE
Apogonichthyini Apogonichthys Nan’yo-mato-ishimochi-zoku Nan’yo-mato-ishimochi-zoku (Apogonichthys) 
Apogonini Apogon Kominato-tenjikudai-zoku Kominato-tenjikudai-zoku (new) (Apogon) 
Archamiini Archamia Atohiki-tenjikudai-zoku Atohiki-tenjikudai-zoku (Taeniamia) 
Cheilodipterini Cheilodipterus Yarai-ishimochi-zoku Yarai-ishimochi-zoku (Cheilodipterus) 
Glossamiini Glossamia Kagami-tenjikudai-zoku Kagami-tenjikudai-zoku (new) (Yarica) 
Gymnapogonini Gymnapogon Kudaribozugisu-zoku Kudaribozugisu-zoku (Gymnapogon) 
Lepidamiini Lepidamia – –
Ostorhinchini Ostorhinchus Suji-ishimochi-zoku Suji-ishimochi-zoku (new) (Ostorhinchus) 
Pristiapogonini Pristiapogon Hitosuji-ishimochi-zoku Hitosuji-ishimochi-zoku (new) (Pristiapogon) 
Rhabdamiini Rhabdamia Sukashi-tenjikudai-zoku Sukashi-tenjikudai-zoku (Rhabdamia) 
Siphamiini Siphamia Hikari-ishimochi-zoku Hikari-ishimochi-zoku (Siphamia) 
Sphaeramiini Sphaeramia Manju-ishimochi-zoku Manju-ishimochi-zoku (Sphaeramia) 
Veruluxini Verulux Kurosuji-sukashi-tenjikudai-zoku Kurosuji-sukashi-tenjikudai-zoku (new) (Verulux) 
Zoramiini Zoramia Itohiki-tenjikudai-zoku Itohiki-tenjikudai-zoku (Zoramia) 
*See footnote (**), Table 1. Rule (2), which was not used in Table 1, was applied to Atohiki-tenjikudai-zoku (Archamiini) and Kagami-tenji-
kudai-zoku (Glossamiini). For other tribes, Rule (1) was applied. Lepidamiini does not have a standard Japanese name, not being represent-
ed in Japan.
** Tribe and genus are both called “zoku” in Japanese, but are written with different Chinese characters.
*** See footnote (***), Table 1. Rule (i) was applied to all tribes.

Table 1.　Standard Japanese names of the family Apogonidae and its subfamilies with their type genera* (corresponding 
scientific names and type genera indicated on left)

Scientific name Standard Japanese name**
Family Family (“ka” in Japanese)
or Subfamily Type genus or Subfamily (“aka” in Japanese) Type genus*** (“zoku” in Japanese)
FAMILY
Apogonidae Apogon Tenjikudai-ka Tsumaguro-ishimochi-zoku (Jaydia)
SUBFAMILY
Amioidinae Amioides Oni-ishimochi-aka (new) Oni-ishimochi-zoku (Amioides)
Apogoninae Apogon Kominato-tenjikudai-aka (new) Kominato-tenjikudai-zoku (new) (Apogon)
Paxtoninae Paxton – –
Pseudamiinae Pseudamia Numeri-tenjikudai-aka (new) Numeri-tenjikudai-zoku (Pseudamia)
*Standard Japanese names, so-called, Japanese scientific names, have their own type taxa, differing from those used for scientific names 
worldwide. Accordingly, a genus group has two different kinds of type taxa in Japan: one for scientific name and the other for the standard 
Japanese name. Although the two types are often identical, they may differ. For rules (i)-(ii) designating type genera for standard Japanese 
names, see footnote (***) below. The criteria for fixing a new standard Japanese name are outlined in footnote (**) below. The standard Jap-
anese names proposed by previous authors were all retained here, except for those for the following redefined taxa: Apogoninae, Pseudami-
inae and Apogon.
**The new standard Japanese name for a genus group is based on the Japanese name of the type genus of the scientific name (for example, 
the standard Japanese name for Amioidinae is Oni-ishimochi-aka, because the type genus for the scientific name of this subfamily is Amioi-
des, called Oni-ishimochi-zoku in Japanese) [referred to herein as Rule (1), abbreviated to R1 in the Japanese text]. Another Japanese name 
is used when the type genus for the scientific name is not known from Japanese waters. In this case, the standard Japanese name is selected 
from a well-known typical Japanese representative genus [Rule (2), abbreviated to R2 in the Japanese text]. When the standard Japanese 
names of representative genera share a stem (and the stem is almost absent from the other genus group), the stem is used as the standard 
Japanese name [Rule (3), abbreviated to R3 in the Japanese text] (for example, Tenjikudai-ka for Apogonidae). Rule (1) was applied to all 
subfamilies but Paxtoninae, which does not occur in Japanese waters.
***The name-bearing type genus for the standard Japanese name of a genus group is that genus having the corresponding Japanese name 
(for example, type genus for the subfamily “Oni-ishimochi-aka” is the genus “Oni-ishimochi-zoku”) [referred to as Rule (i), abbreviated to 
Ri in the Japanese text]. However, when a shared stem is used as the standard Japanese name of a genus group, the type genus is that genus 
including the species for which the standard Japanese name is the stem [Rule (ii), abbreviated to Rii in the Japanese text] (for example, the 
type genus for the family “Tenjikudai-ka” is Tsumaguro-ishimochi-zoku (Jaydia), because the name “Tenjikudai” has been used for the spe-
cies Jaydia lineata). Rule (i) was applied to all subfamilies, except Paxtoninae.
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Table 4.　Japanese species of Apogonidae, allocated to subfamilies, tribes and genera (all listings alphabetical). 
Subgenera not included

Scientific name Standard Japanese name
Subfamily Amioidinae Oni-ishimochi-aka (new)
Amioides Smith and Radcliffe
   in Radcliffe, 1912 Oni-ishimochi-zoku
   Amioides polyacanthus    Oni-ishimochi
Holapogon* Fraser, 1973 –

Subfamily Apogoninae Kominato-tenjikudai-aka (new)
Tribe Apogonichthyini Nan’yo-mato-ishimochi-zoku (new)
Apogonichthys Bleeker, 1854 Nan’yo-mato-ishimochi-zoku
   A. ocellatus    Mato-shibori
   A. waikiki    Hawai-mato-ishimochi
Foa Jordan and Evermann
   in Jordan and Seale, 1905 Taiwan-mato-ishimochi-zoku
   F. sp.**    Taiwan-mato-ishimochi
Fowleria Jordan and Evermann, 1903 Shibori-zoku
   F. isostigma    Naha-mato-ishimochi
   F. marmorata    Obi-shibori
   F. vaiulae    Shibori-damashi
   F. variegata    Shibori
Neamia Smith and Radcliffe
   in Radcliffe, 1912 Yatsutoge-tenjikudai-zoku
   N. articycla    Kakushi-yatsutoge-tenjikudai
   N. octospina    Yatsutoge-tenjikudai
Ozichthys* Fraser, 2014 –
Vincentia* Castelnau, 1872 –
Tribe Apogonini Kominato-tenjikudai-zoku (new)
Apogon Lacepède, 1801 Kominato-tenjikudai-zoku (new)
   A. caudicinctus    Togenaga-ishimochi
   A. crassiceps    Akafuji-tenjikudai
   A. doryssa    Yari-ishimochi
   A. indicus    Ryukyu-ishimochi
   A. kominatoensis    Kominato-tenjikudai
   A. seminigracaudus    Oguro-tenjikudai
   A. semiornatus    Yami-tenjikudai
   A. susanae    Tomaru-tenjikudai
   A. talboti    Akane-tenjikudai
   A. unicolor    Hana-ishimochi
Astrapogon* Fowler, 1907 –
Paroncheilus* Smith, 1964 –
Phaeoptyx* Fraser and Robins, 1970 –
Zapogon Fraser, 1972 Tomari-hiiro-tenjikudai-zoku (new)
   Zapogon evermanni    Tomari-hiiro-tenjikudai
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Scientific name Standard Japanese name

Tribe Archamiini Atohiki-tenjikudai-zoku (new)
Archamia* Gill, 1863 –
Taeniamia Fraser, 2013 Atohiki-tenjikudai-zoku
   T. biguttata    Futahoshi-atohiki-tenjikudai
   T. kagoshimanus***    Sumitsuki-atohiki-tenjikudai
   T. macroptera    Atohiki-tenjikudai
   T. zosterophora    Kuroobi-atohiki-tenjikudai
Tribe Cheilodipterini Yarai-ishimochi-zoku (new)
Cheilodipterus Lacepède, 1801 Yarai-ishimochi-zoku
   C. artus    Kasumi-yarai-ishimochi
   C. intermedius    Sudare-yarai-ishimochi
   C. macrodon    Ryukyu-yarai-ishimochi
   C. quinquelineatus    Yarai-ishimochi
Tribe Glossamiini Kagami-tenjikudai-zoku (new)
Glossamia* Gill, 1863 –
Yarica Whitley, 1930 Kagami-tenjikudai-zoku (new)
   Yarica hyalosoma    Kagami-tenjikudai
Tribe Gymnapogonini Kudaribozugisu-zoku (new)
Cercamia Randall and Smith, 1988 Sakura-tenjikudai-zoku
   C. eremia    Sakura-tenjikudai
Gymnapogon Regan, 1905 Kudaribozugisu-zoku
   G. japonicus    Kudaribozugisu
   G. philippinus    Nan’yo-kudaribozugisu
   G. vanderbilti****    Komon-kudaribozugisu
Lachneratus* Fraser and Struhsaker, 1991 –
Pseudamiops Smith, 1954 Kudaribozugisu-modoki-zoku
   P. gracilicauda    Kudaribozugisu-modoki
Tribe Lepidamiini* –
Lepidamia* Gill, 1863 –
Tribe Ostorhinchini Suji-ishimochi-zoku (new)
Ostorhinchus Lacepède, 1802 Suji-ishimochi-zoku (new)
   O. angustatus    Usujima-ishimochi
   O. apogonoides    Aohana-tenjikudai
   O. aureus    Aosuji-tenjikudai
   O. cheni    Munahoshi-ishimochi
   O. compressus    Hira-tenjikudai
   O. cookii    Suji-ishimochi
   O. dispar    Kaburaya-tenjikudai
   O. doederleini    Osuji-ishimochi
   O. endekataenia    Kosuji-ishimochi
   O. fasciatus    Furai-ishimochi
   O. franssedai    Nise-futasuji-ishimochi
   O. fukuii    Futasuji-ishimochi
   O. holotaenia    Sujio-tenjikudai
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Scientific name Standard Japanese name

   O. ishigakiensis    Miyako-ishimochi
   O. kiensis    Teppo-ishimochi
   O. moluccensis    Sehoshi-tenjikudai
   O. nigrofasciatus    Minami-futosuji-ishimochi
   O. notatus    Kurohoshi-ishimochi
   O. novemfasciatus    Tasuji-ishimochi
   O. parvulus    Neon-tenjikudai
   O. properuptus    Kinsen-ishimochi
   O. rubrimacula    Akahoshi-kinsen-ishimochi
   O. selas    Nagareboshi
   O. semilineatus    Nenbutsudai
   O. taeniophorus    Misuji-tenjikudai
   O. sp. L    Misuji-tenjikudai L-gata
Tribe Pristiapogonini Hitosuji-ishimochi-zoku (new)
Pristiapogon Klunzinger, 1870 Hitosuji-ishimochi-zoku (new)
   P. exostigma    Yukata-ishimochi
   P. fraenatus    Hitosuji-ishimochi
   P. kallopterus    Kasuri-ishimochi
Pristicon Fraser, 1972 Akahire-ishimochi-zoku (new)
   P. rhodopterus    Futasuji-akahire-ishimochi
   P. rufus    Akahire-ishimochi
   P. trimaculatus    Misuji-akahire-ishimochi
Tribe Rhabdamiini Sukashi-tenjikudai-zoku (new)
Rhabdamia Weber, 1909 Sukashi-tenjikudai-zoku
   R. gracilis    Sukashi-tenjikudai
Tribe Siphamiini Hikari-ishimochi-zoku (new)
Siphamia Weber, 1909 Hikari-ishimochi-zoku
   S. majimai    Majima-kuro-ishimochi
   S. senoui    Senou-hikari-ishimochi*****(new)
   S. tubifer    Hikari-ishimochi
   S. tubulata    Inazuma-hikari-ishimochi
Tribe Sphaeramiini Manju-ishimochi-zoku (new)
Apogonichthyoides Smith, 1949 Kakure-tenjikudai-zoku
   A. niger    Kuro-ishimochi
   A. melas    Montsuki-ishimochi
   A. sialis******    Yokosuji-ishimochi
   A. timorensis    Kakure-tenjikudai
   A. umbratilis    Madara-tenjikudai
Jaydia Smith, 1961 Tsumaguro-ishimochi-zoku (new)
   J. albomarginatus    Shiroheri-tenjikudai
   J. carinata    Mato-ishimochi
   J. lineata    Tenjikudai
   J. truncata    Tsumaguro-ishimochi
Nectamia Jordan, 1917 Namida-tenjikudai-zoku
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Scientific name Standard Japanese name

   N. bandanensis    Banda-ishimochi
   N. fusca    Hososuji-namida-tenjikudai
   N. savayensis    Namida-tenjikudai
Pterapogon* Koumans, 1933 –
Quinca* Mees, 1966 –
Sphaeramia Fowler and Bean, 1930 Manju-ishimochi-zoku
   S. nematoptera    Manju-ishimochi
   S. orbicularis    Hososuji-manju-ishimochi
Tribe Veruluxini Kurosuji-sukashi-tenjikudai-zoku (new)
Verulux Fraser, 1972 Kurosuji-sukashi-tenjikudai-zoku (new)
   Verulux cypselurus    Kurosuji-sukashi-tenjikudai
Tribe Zoramiini Itohiki-tenjikudai-zoku (new)
Fibramia Fraser and Mabuchi, 2014 Sangiru-ishimochi-zoku (new)
   F. amboinensis    Amami-ishimochi
   F. lateralis    Waki-ishimochi
   F. thermalis*******    Sangiru-ishimochi
Zoramia Jordan, 1917 Itohiki-tenjikudai-zoku
   Z. leptacantha    Itohiki-tenjikudai
   Z. viridiventer    Usumomo-tenjikudai

Subfamily Paxtoninae* –
Paxton* Baldwin and Johnson, 1999 –

Subfamily Pseudamiinae Numeri-tenjikudai-aka (new)
Pseudamia Bleeker, 1865 Numeri-tenjikudai-zoku
   P. amblyuroptera    Hirugi-numeri-tenjikudai
   P. gelatinosa    Numeri-tenjikudai
   P. hayashii    Sabi-kudaribozugisu-modoki
   P. rubra    Usubeni-tenjikudai
   P. zonata    Shima-kudaribozugisu-modoki
*No Japanese species included
** According to Fraser and Randall (2011), Foa brachygramma, recognized as Taiwan-mato-ishimochi in Japan, is restricted 
to the Hawaiian Islands.
***Archamia fucata has been recognized as Sumitsuki-atohiki-tenjikudai in Japan. However, Fraser (2013b) considered Tae-
niamia fucata to be a complex of three species (or populations), the Japanese “species” more correctly being T. kagoshimanus. 
Recent molecular analysis by Mabuchi et al. (2014) showed some genetic differences among the three “species” of T. fucata, 
although each was represented by only one specimen.
****Gymnapogon vanderbilti probably comprises a cryptic species complex.
*****Senou-hikari-ishimochi is proposed here for a Japanese species, Siphamia senoui, the holotype also being the type for 
the Japanese name.
******According to Gon (2000), Amia cathetogramma Tanaka, 1917 applied to Yokosuji-ishimochi in Japan, is a junior syn-
onym of Apogonichthyoides sialis (Jordan and Thompson, 1914). Both scientific names were erroneously included in Appen-
dix A of Mabuchi et al. (2014).
*******According to Allen and Randall (2002), Apogon sangiensis Bleeker, 1857 applied to Sangiru-ishimochi in Japan, is a 
junior synonym of Apogon thermalis Cuvier in Cuvier and Valenciennes, 1829.
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Amioides Smith and Radcliffe in Radcliffe, 1912　オ
ニイシモチ属　タイプ種は Amia grossidens（Amioides 
polyacanthus ＝オニイシモチ）．和名の基準種は，
Riによりオニイシモチ．本タクソンに以前適用され
ていた Coranthusは新参異名（Fraser, 2013a）．オニ
イシモチ属という名称は，林・岸本（1983）がこ
の論文の 22ページで Coranthusに対して新称とし
て与 えた． 本 属 にはオニイシ モ チ Amioides 
polyacanthusのみが知られており，日本にも分布す
る．種の標準和名は林（1984）において新称とし
て提唱された．

Holapogon  Fraser,  1973（標準和名なし）  1種
（Holapogon maximus）のみが知られているが，日
本からの報告はない．

Subfamily Apogoninae
コミナトテンジクダイ亜科（新称）

34属を含む．タイプ属は Apogon（コミナトテン
ジクダイ属：p. 42で新称定義）．本タイプ属には日
本に分布する種が含まれるので，R1により標準和
名はコミナトテンジクダイ亜科，Riにより和名の基
準属はコミナトテンジクダイ属となる．日本産の種

を含む属は 24属あり，うち 11属は「テンジクダ
イ」を，10属は「イシモチ」を標準和名の語幹に
もつが，これらの語幹はオニイシモチ亜科やヌメリ
テンジクダイ亜科でもみられるので，R3は適用し
なかった．
なお，本亜科に含まれる 34属の紹介は，ここで

行うと記述が長くなり，新しい分類体系の亜科の構
成がみえづらくなる．したがって，全 4亜科の紹介
の後に，本亜科内に新たに設けられた 14族に整理
して記述する．

Subfamily Paxtoninae
（標準和名なし）

タイプ属 Paxtonのみからなる． 
Paxton Baldwin and Johnson, 1999（標準和名なし）
　1種（Paxton concilians）のみ知られているが，
日本からの報告はない．

Subfamily Pseudamiinae
ヌメリテンジクダイ亜科（新称）

タイプ属 Pseudamia （ヌメリテンジクダイ属）のみ

Fig. 1.　Schematic representation of the systematics of apogonid subfamilies with standard 
Japanese names and photos of representative species. Asterisks (*) indicate new names. 
Japanese names were not proposed for taxa not occurring in Japanese waters. a, Amioides 
polyacanthus; b, Holapogon maximus; c, Ostorhinchus cookii; d, Paxton concilians; e, 
Pseudamia hayashii. Image a courtesy of Mark Erdmann, b courtesy of John E. Randall, c 
from Randall (1997), and d courtesy of William White. Image e from FishPix (http://fishpix.
kahaku.go.jp/fishimage-e/index.html), taken by Hiroshi Senou: KPM-NR 45388 (KPM-NR: 
Image database of Fishes in the Kanagawa Prefectural Museum of Natural History).
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からなる．本タイプ属には日本に分布する種が含ま
れるので，R1により標準和名はヌメリテンジクダイ
亜科，和名の基準属は Riによりヌメリテンジクダイ
属．

Pseudamia Bleeker, 1865　ヌメリテンジクダイ属　
タ イ プ 種 は Cheilodipterus polystigma （Pseudamia 
amblyuroptera ＝ヒルギヌメリテンジクダイ）．本属
の標準和名は，ヌメリテンジクダイという種名ととも
に Ida and Moyer（1974）が新称として提唱した．
和名の基準種は，Riによりヌメリテンジクダイ．7
種を含み，日本からはヒルギヌメリテンジクダイ P. 
amblyuroptera，ヌメリテンジクダイ P. gelatinosa，サ
ビクダリボウズギスモドキ P. hayashii，ウスベニテン
ジクダイ P. rubra，シマクダリボウズギスモドキ P. 
zonataの 5種が知られている．

Fourteen Tribes in Subfamily Apogoninae
コミナトテンジクダイ亜科（全 35 属）内の 14 族

（Fig. 2）

Tribe Apogonichthyini
ナンヨウマトイシモチ族（新称）

以下の 6 属を含む．タイプ属は Apogonichthys（ナ
ンヨウマトイシモチ属）．本タイプ属には日本に分
布する種が存在するので，R1により標準和名はナ
ンヨウマトイシモチ族，和名の基準属は Riよりナン
ヨウマトイシモチ属．

Apogonichthys Bleeker, 1854　ナンヨウマトイシモ
チ属　タイプ種は Apogonichthys perdix（ナンヨウマ
トイシモチ）．和名の基準種は，Riによりナンヨウ
マトイシモチ．本基準種は現在の日本国内には分
布しないが，かつての国内であった台湾には分布
しており，当時出版された Okada（1938）に「ナン
ヤウマトイシモチ」という和名が上記の学名ととも
に掲載されている．ただし，このときの属の和名は
マトイシモチ属であり，ナンヨウマトイシモチの他
に現在は別の属に分類されているタイワンマトイシ
モチ（A. brachygrammus ＝ Foa brachygramma），マ
トイシモチ（A. carinatus ＝ Jaydia carinatus），ナハ
マトイシモチ（A. nafae ＝ Fowleria isostigma）が含
まれていた．一方，同じ年の前月（9月）に出版さ
れた岡田・松原（1938）でも同じ属の枠組みに同
じ和名「マトイシモチ属」が用いられているが，
Apogonichthys perdixに種の和名はつけられていない
（同属内で和名がつけられている種はマトイシモチ
のみ）．同年出版の 2つの文献で，遅い方でのみ

「ナンヤウマトイシモチ」という和名が使われてい
るので，「新称」の表示はないものの Okada（1938）
が種の和名の実質的な初出としてよいかもしれな
い． 現在用いられている属の和名「ナンヨウマトイ
シモチ属」の初出も今回の文献調査では確認でき
なかったが，林（1984）に先立つ富永・上野
（1982）には既に掲載されている．これより古く，
かつ，上述のような枠組みの「マトイシモチ属」
が解体されて以降だと考えられるが，現段階で詳
細は不明である．本属は 4種を含み，日本からは
マトシボリA. ocellatusとハワイマトイシモチ A. 
waikikiの 2種が知られている．

Foa Jordan and Evermann in Jordan and Seale, 1905　
タイワンマトイシモチ属　タイプ種は Fowleria 
brachygrammus（Foa brachygramma）．日本からは
タイワンマトイシモチのみが知られており，この日
本産の種にはタイプ種の学名が適用されてきた．
しかし，Fraser and Randall（2011)によると本タイプ
種の分布域はハワイ諸島に限られており，タイワン
マトイシモチの学名はまだ決まっていないことにな
る．和名の基準種は，Riによりタイワンマトイシモ
チ．本基準種の和名は，上のナンヨウマトイシモチ
属の項で述べたように，Okada（1938）に記載があ
る一方で，前月に出版された岡田・松原（1938）
には記載がないので，前者の文献を実質上の初出
としてよいかもしれない．属の和名の初出について
も今回の文献調査では確認することは出来なかっ
たが，林（1984）に先立つ富永・上野（1982）に
は既に「タイワンマトイシモチ属」の名称が掲載さ
れている．本属は 8種を含むが，日本から知られ
ているのはタイワンマトイシモチ F. sp（種小名の扱
いは上記の理由による）のみ．

Fowleria Jordan and Evermann, 1903　シボリ属　タ
イプ種は Apogon auritus （Fowleria aurita：標準和名
なし）．和名の基準種は Riによりシボリ．本基準種
の和名の初出ははっきりしないが，Tanaka（1927）に
「シボリ」の記載がある．属の和名の初出も今回の
調査では確認できなかったが，富永・上野（1982）
には「シボリ属」の記載がある．本属は 8種を含
み，日本からはナハマトイシモチ F. isostigma，オビ
シボリF. marmorata，シボリダマシ F. vaiulae，シボリ
F. variegataの 4種が知られている．

Neamia Smith and Radcliffe in Radcliffe, 1912　ヤツ
トゲテンジクダイ属　タイプ種は Neamia octospina 
（ヤツトゲテンジクダイ）．和名の基準種は Riにより
ヤツトゲテンジクダイ．本属の標準和名は，ヤツト
ゲテンジクダイという種の和名とともに Ida and Moyer
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（1974）が新称として提唱した．本属は 4種を含
み，日本からはカクシヤツトゲテンジクダイ N. 
articyclaとヤツトゲテンジクダイ N. octospinaの 2種
が知られている．

Ozichthys Fraser, 2014　（標準和名なし）Ozichthys 
albimaculosus (Kailola, 1976) の 1種のみが知られて
いるが，日本からの報告はない．本種は以前 Foa 
に分類されていたが Fraser（2014）において新属
が立てられた．

Vincentia Castelnau, 1872　（標準和名なし）　5種
知られているが，日本からの報告はない．

Tribe Apogonini
コミナトテンジクダイ族（新称）

以下の 5 属を含む．タイプ属は Apogon （コミナト
テンジクダイ属）．本タイプ属には日本に分布する
種が含まれるので，R1により標準和名はコミナトテ
ンジクダイ族，和名の基準属は Riによりコミナトテ
ンジクダイ属 .

Apogon Lacepède, 1801　コミナトテンジクダイ属
（新称）　これまで Apogon の標準和名には「テンジ
クダイ属」が用いられてきたので注意．タイプ種は
Apogon ruber（A. imberbis： 標 準 和 名 な し ）
（Tortonese, 1973）．本タイプ種は日本に分布しない
ので，属の標準和名としては下述のように R2に
従って日本産の普通種の名称から選定した．本属
は 50種を含むが，日本からは以下の 10種が知ら
れている：トゲナガイシモチ A. caudicinctus，アカフ
ジテンジクダイ A. crassiceps，ヤリイシモチ A. 
doryssa，リュウキュウイシモチ A. indicus，コミナトテ
ンジクダイ A. kominatoensis，オグロテンジクダイ A. 
seminigracaudus，ヤミテンジクダイ A. semiornatus，ト
ウマルテンジクダイ A. susanae，アカネテンジクダイ
A. talboti，ハナイシモチ A. unicolor．この 10 種の中
で，コミナトテンジクダイは国内でもっとも広く分布
し，かつ属内の「平均的な」外見をもっていてもっ
とも「普通」と判断したので，属の標準和名の基
礎として用いた．Riにより和名の基準種はコミナト
テンジクダイ．本基準種の和名は海老名（1934）
の新種記載時に「小湊天竺鯛（新称）」（図では
「こみなとてんじくだひ」）という表記で提唱された． 

Astrapogon Fowler, 1907　（標準和名なし）　3種
知られているが，日本からの報告はない．

Paroncheilus Smith, 1964　（標準和名なし）　1種
（Paroncheilus affinis）を含むが，日本からの報告は
ない．

Phaeoptyx Fraser and Robins, 1970　（標準和名な
し）　3種知られているが，日本からの報告はない．

Zapogon Fraser, 1972　トマリヒイロテンジクダイ属
（新称）　タイプ種は Apogon evermanni（Zapogon 
evermanni ＝トマリヒイロテンジクダイ）．本タイプ種
は日本に分布するので，R1により標準和名はトマリ
ヒイロテンジクダイ属，Riにより和名の基準種はト
マリヒイロテンジクダイ．本基準種の和名は林ほか
（1992）により新称として提唱された．本属は 2種
を含み，日本からはこの種のみが知られている．

Tribe Archamiini
アトヒキテンジクダイ族（新称）

以下の 2属を含む．タイプ属は Archamia （標準
和名なし）．本タイプ属は Fraser（2013b）により従
来と比べて範囲が限定され，その結果，日本産の
種を含まなくなった．したがって本族の標準和名は
R2により，日本産種を含むもう一方の属 Taeniamia
（アトヒキテンジクダイ属）の名に基づいた．Riに
より，和名の基準属はアトヒキテンジクダイ属．

Archamia Gill, 1863　（標準和名なし）　Fraser
（2013b）は，Archamiaの範囲を Archamia bleekeri
のみに限定し，残りの種を Taeniamiaに分類した．
日本から Archamia bleekeriは知られていない．

Taeniamia Fraser, 2013　アトヒキテンジクダイ属　
これまでアトヒキテンジクダイ属には，上述の
Archamia が適用されていたので注意．Fraser（2013b）
により，これまで Archamiaに分類されていた種は，
Archamia bleekeriをのぞきすべて本属に移された．
タイプ種は Archamia leaiだが，本種は日本に分布
しない．本属は 15種を含むが，日本からは以下の
4種が知られている：フタホシアトヒキテンジクダイ
T. biguttata，スミツキアトヒキテンジクダイ T. 
kagoshimanus（学名については後述），アトヒキテ
ンジクダイ T. macroptera，クロオビアトヒキテンジク
ダイ T. zosterophora．これらすべての種において和
名の語幹に「アトヒキテンジクダイ」をもつので，
本属の標準和名は，R3によりアトヒキテンジクダイ
属となる．和名の基準種は Riiによりアトヒキテン
ジクダイ．本属および基準種の和名の初出は詳ら
かではないが，田中（1921）には「跡引天竺鯛
（アトヒキテンヂクタイ）」という種名（および属名）
が記載されている．なお，同文献ではこの種に
Archamia kagoshimana を適用しているが，この学名
の日本産種への適用は注意を要する．すなわち 
Gon and Randall（2003）によると，A. kagoshimanus 
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は Archamia fucata (Cantor, 1849) の新参異名である
が，日本ではこれまで例えば林（2013）や Yoshida 
et al.（2010）のように，T. fucataはスミツキアトヒ
キテンジクダイに適用されてきた．さらに，Fraser
（2013b）は，T. kagoshimanus を，これまで T. fucata 
に含まれてきた 3種（あるいは個体群）の東アジ
ア域に分布するグループに対応するとした．また，
これに加えてMabuchi et al.（2014）の分子系統解
析では，これら 3「種」は，それぞれから 1個体し
か解析に用いていないものの塩基配列の上でも多
少の分化が認められることが示された．つまり，こ
れら 最 近 の 研 究 成 果 に 基 づ くと Taeniamia 
kagoshimanus は，スミツキアトヒキテンジクダイに
適用されることになる．上述の田中（1921）のよう
に，かつてこの学名は，「アトヒキテンジクダイ」と
いう名称と対応しており，この和名は今後も混乱を
もたらす可能性がある．アトヒキテンジクダイ（T. 
macroptera）は，本稿でアトヒキテンジクダイ属の
基準種とした種でもあるので，ここで基準標本を明
確にしておくことは，和名の安定化を図る上でたい
へん有益である．そこで以下を，「アトヒキテンジク
ダイ」という和名の基準標本に指定することを提案
する：YCM-AP 4356．本標本（2個体を含む）は
横須賀市自然・人文博物館に所蔵されている青柳
兵司博士の魚類コレクションに含まれるもので，林
（1979）に記載されている標本の大きさ（76.1–77.0 
mm）と数および産地（Itoman, Okinawa Isl.）から，
Aoyagi（1943）が Atohiki-Tenzikudai として記載し
ている 2標本に対応すると考えられる．本標本のう
ち標準体長が大きい方を基準標本とする．なお，
Aoyagi（1943）ではこの 2標本に Archamia lineolata 
を当てているが，林（2013）による標本の再調査
によって，従来この学名で呼ばれてきた琉球列島
産の A. lineolataは A. macroptera とするのが妥当と
されている．

Tribe Cheilodipterini
ヤライイシモチ族（新称）

タイプ属 Cheilodipterus （ヤライイシモチ属）のみ
からなる．本タイプ属は日本産の種を含むので，
R1により標準和名はヤライイシモチ族，Riにより
和名の基準属はヤライイシモチ属．

Cheilodipterus Lacepède, 1801　ヤライイシモチ属　
タイプ種は Cheilodipterus lineatus（リュウキュウヤラ
イイシモチ）．和名の基準種は Riによりヤライイシ
モチ．本属および基準種の和名の初出は明らかで

はないが，どちらも岡田・松原（1938）には掲載
されており，種名は Jordan et al.（1913）にも掲載さ
れている．本属は 17種を含み，日本からは以下の
4種が知られている：カスミヤライイシモチ C. 
artus，スダレヤライイシモチ C. intermedius，リュウ
キュウヤライイシモチ C. macrodon，ヤライイシモチ
C. quinquelineatus．

Tribe Glossamiini
カガミテンジクダイ族（新称）

以下の 2属を含む．タイプ属は Glossamia．本タ
イプ属は日本産の種を含まないので，族の標準和
名は R2により，もう片方の日本産種を含む属
Yarica（カガミテンジクダイ属：p. 43で新称定義）
に基づいた．Riにより，和名の基準属はカガミテ
ンジクダイ属．なお，Mabuchi et al.（2014）におい
て，この 2属の単系統性は，分子系統解析からは
支持されていない．形態的な類似性から暫定的に
同じ族に分類されたが，将来的には別の族に分か
れる可能性が高い．

Glossamia Gill, 1863　（標準和名なし）　11種知
られているが，日本からの報告はない．

Yarica Whitley, 1930　カガミテンジクダイ属（新称）　
タイプ種は Apogon torresiensis （Yarica torresiensis：標
準和名なし）．Mabuchi et al.（2014）ではこのタイプ種
を「status uncertain」と し， 他 に もう1種 Yarica 
hyalosoma（カガミテンジクダイ）を認めている．タイ
プ種の分布範囲等が不明（タイプ産地は Australia の
Cape York）のため，本属の標準和名は R2を暫定的
に適用し，日本産の種であることが確認されているカ
ガミテンジクダイに基づいた．Riにより和名の基準種
はカガミテンジクダイ．本基準種の和名は，Hayashi
（1982）により新称として提唱された．日本からはこの

1種のみが知られている．

Tribe Gymnapogonini
クダリボウズギス族（新称）

以下の 4属を含む．タイプ属は Gymnapogon （ク
ダリボウズギス属）．本タイプ属は日本産の種を含
むので，R1により標準和名はクダリボウズギス族，
Riにより和名の基準属はクダリボウズギス属．

Cercamia Randall and Smith, 1988　サクラテンジク
ダイ属　タイプ種は Cercamia cladara（標準和名な
し）．和名の基準種は Riによりサクラテンジクダイ．
本属の名称は，Hayashi（1991）により新称として
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提唱されたが，種名としてのサクラテンジクダイは
藍澤・瀬能（1981）が提唱した．本属は 2種を含
み，日本からはサクラテンジクダイ C. eremiaのみ
が知られている .

Gymnapogon Regan, 1905　クダリボウズギス属　
タイプ種は Gymnapogon japonicus （クダリボウズギ
ス）．和名の基準種は Riによりクダリボウズギス．
本基準種の和名は，田中（1915）によって新称と
して提唱された．このとき本種は，テンジクダイ科
とは異なる新科新属と考えられたが，松原（1955）
によってテンジクダイ科内の独立の亜科の模式属，
クダリボウズギス属の 1種として扱われた．本属は
7種を含み，日本からは以下の 3種が知られてい
る：クダリボウズギス G. japonicus，ナンヨウクダリ
ボウズギス G. philippinus，コモンクダリボウズギス
G. vanderbilti [urospilotus は新参異名：Mabuchi et 
al.（2014）]．

Lachneratus Fraser and Struhsaker, 1991　（標準和
名なし）　1種（Lachneratus  phasmaticus）が知られ
ているが，日本からの報告はない．

Pseudamiops Smith, 1954　クダリボウズギスモド
キ属　タイプ種は Pseudamiops pellucidus（標準和
名なし）．和名の基準種は Riによりクダリボウズギ
スモドキ．本属の標準和名は，クダリボウズギスモ
ドキという種の和名とともに Ida and Moyer（1974）
が新称として提唱した．5種を含み，日本からはク
ダリボウズギスモドキ P. gracilicaudaのみが知られ
ている．

Tribe Lepidamiini
（標準和名なし）

タイプ属 Lepidamiaのみからなる． 
Lepidamia Gill, 1863　（標準和名なし）　4種が知

られているが，日本からの報告はない．

Tribe Ostorhinchini
スジイシモチ族（新称）

タイプ属 Ostorhinchus （スジイシモチ属：p. 44で
新称定義）のみからなる．本タイプ属は日本産の
種を含むので，R1により標準和名はスジイシモチ
族，Riにより和名の基準属はスジイシモチ属．

Ostorhinchus Lacepède, 1802 スジイシモチ属（新
称）　タイプ種は Ostorhinchus fleurieu （標準和名な
し）．従来の Apogonに含まれていた種のうち，体
表の斑紋が縦帯である多数の種を含む．国内の代
表的な種（例えば，オオスジイシモチやコスジイシ

モチ，タスジイシモチ等）の標準和名において
「スジイシモチ」が語幹としてつくことから，R3によ
り属の標準和名はスジイシモチ属とした．Riiによ
り，和名の基準種はスジイシモチ．本基準種の和
名は，林・岸本（1983）により O. cookii（Apogon 
cookii）に新称として提唱された．なお Mabuchi et 
al.（2014）では，今のところ体表の斑紋以外の形
態形質で区別できないことから，本属内に横帯の種
（ミヤコイシモチなど）も若干含んでいるが，同論
文中の分子系統学的な解析ではこれらの種と縦帯
種との単系統性は否定されており，形態学的な研
究が進めば全く独立の属に分類される可能性が高
い．現在のところ本属に 93種を含めているが，日
本からは以下の 26種が知られている：ウスジマイ
シモチ O. angustatus，アオハナテンジクダイO. 
apogonoides，アオスジテンジクダイO. aureus，ムナホ
シイシモチ O. cheni，ヒラテンジクダイO. compressus，
スジイシモチ O. cookii，カブラヤテンジクダイO. 
dispar，オオスジイシモチ O. doederleini，コスジイシ
モチ O. endekataenia，フウライイシモチ O. fasciatus，
ニセフタスジイシモチ O. franssedai，フタスジイシモ
チ O. fukuii，スジオテンジクダイO. holotaenia，ミヤ
コイシモチ O. ishigakiensis，テッポウイシモチ O. 
kiensis，セホシテンジクダイO. moluccensis，ミナミフ
トスジイシモチ O. nigrofasciatus，クロホシイシモチ
O. notatus，タスジイシモチ O. novemfasciatus，ネオン
テンジクダイO. parvulus，キンセンイシモチ O. 
properuptus，アカ ホ シ キン セン イシ モ チ O. 
rubrimacula，ナガレボシ O. selas，ネンブツダイO. 
semilineatus，ミスジテンジクダイO. taeniophorus，ミ
スジテンジクダイ L型 O. sp. L．
本 属には 2つの亜 属が含まれる．基 亜 属

Ostorhinchusのタイプ種は属と同じなので，属と同
様の理由で標準和名はスジイシモチ亜属，基準種
はスジイシモチ．もう一つの亜属 Brephamiaのタイ
プ 種 は Amia parvula Smith and Radcliffe, 1912 （O. 
parvulusネオンテンジクダイ）．日本に分布する種な
ので，標準和名はネオンテンジクダイ亜属，基準種
はネオンテンジクダイ．Mabuchi et al.（2014）は，後
者の亜属にネオンテンジクダイの他にもう一種，O. 
neotes (Allen, Kuiter, and Randall, 1994)  を「uncertain」
としながら含めているが，日本からの報告はない．

Tribe Pristiapogonini
ヒトスジイシモチ族（新称）

以下の 2属を含む．タイプ属は Pristiapogon （ヒ
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トスジイシモチ属：p. 45で新称定義）．本タイプ属
は日本産の種を含むので，R1により標準和名はヒ
トスジイシモチ族，Riにより，和名の基準属はヒト
スジイシモチ属．

Pristiapogon Klunzinger, 1870　ヒトスジイシモチ属
（新称）　タイプ種は Apogon fraenatus（Pristiapogon 
fraenatus ＝ヒトスジイシモチ）．本種は日本に分布
するので，R1により標準和名はヒトスジイシモチ属，
Riにより和名の基準種はヒトスジイシモチ．本基準
種の和名は松原（1955）により新称として提唱され
た．本属は 7種を含み，日本からは以下の 3種が知
られている：ユカタイシモチ P. exostigma，ヒトスジイ
シモチ P. fraenatus，カスリイシモチ P. kallopterus．

Pristicon Fraser, 1972　アカヒレイシモチ属（新
称 ）　タイプ 種 は Apogon trimaculatus（Pristicon 
trimaculatus ＝ミスジアカヒレイシモチ）．日本から
は以下の全 3種が知られている：フタスジアカヒレ
イシモチ P. rhodopterus，アカヒレイシモチ P. rufus，
ミスジアカヒレイシモチ P. trimaculatus．すべての種
において和名の語幹に「アカヒレイシモチ」をもつ
ので，R3により標準和名はアカヒレイシモチ属，
Riiにより和名の基準種はアカヒレイシモチ．本基
準種の和名の初出は以下のように明らかでない．
日本において，本種には最近まで Apogon rhodopterus
が適用されていたが，林（2013）によりP. rufusが適
用されている．この以前の学名で本種の日本におけ
る記録をたどると，田中（1930）で「従来，日本及台
湾から記載せられていない」という注釈があるので，
これが初記録と判断できるが，このときに和名は提唱
されなかった．岡田・松原（1938）でも和名は提唱さ
れていないが，1ヶ月後の 10月に出版された Okada
（1938）には「アカヒレイシモチ」が使用されている．
「新称」と明記されていないが，この文献が和名の初
出かもしれない．

Tribe Rhabdamiini
スカシテンジクダイ族（新称）

タイプ属 Rhabdamia（スカシテンジクダイ属）の
みからなる．本タイプ属は日本産の種を含むので，
R1により標準和名はスカシテンジクダイ族，Riに
より和名の基準属はスカシテンジクダイ属．

Rhabdamia Weber, 1909　スカシテンジクダイ属　
タイプ種は Rhabdamia clupeiformis（標準和名なし）．
本タイプ種は日本からは知られてないので，R2に
より本属の標準和名はこれまで知られている日本産
の唯一の種（スカシテンジクダイ R. gracilis）にもと

づいた．Riにより和名の基準種はスカシテンジクダ
イ．本属の標準和名は，スカシテンジクダイという
種の和名とともに Ida and Moyer（1974）が新称とし
て提唱した．
従来 Rhabdamiaの亜属とされてきた Bentuviaichthys 

Smith, 1961，Rhabdamia Weber, 1909，Verulux Fraser, 
1972のうち，最後の Veruluxは新しく定義された標準
和名をもつ本属に含まれず（Tribe Veruluxiniを参照），
残りの 2亜属が本属に含まれる．亜属 Rhabdamiaの
タイプ種は属と同じなので，属と同じ理由で標準和名
はスカシテンジクダイ亜属，基準種はスカシテンジク
ダイ．世界で 4種が知られているが，日本からは現在
までのところスカシテンジクダイのみが報告されてい
る．亜属 Bentuviaichthysはタイプ種 Bentuviaichthys 
nigrimentum Smith, 1961のみからなるが，日本からの
報告はない．

Tribe Siphamiini
ヒカリイシモチ族（新称）

タイプ属 Siphamia（ヒカリイシモチ属）のみから
なる．本属には日本産の種が含まれるので，R1に
より標準和名はヒカリイシモチ族，Riにより和名の
基準属はヒカリイシモチ属．

Siphamia Weber, 1909　ヒカリイシモチ属　タイプ
種は Siphamia tubifer （ヒカリイシモチ）．和名の基
準種は Riによりヒカリイシモチ．本属の標準和名
は，ヒカリイシモチという種の和名とともに Tominaga
（1964）が新称として提唱した．本属は 23種を含
み，日本からは以下の 4種が報告されている：マ
ジマクロイシモチ S. majimai，S. senoui，ヒカリイシ
モチ S. tubifer，イナズマヒカリイシモチ S. tubulata．
このうち S. senoui は Gon and Allen（2012）により新
種記載されたが，標準和名はまだない．そこで，
ここにホロタイプ標本（KPM-NI 5727）を新しい標
準和名の基準標本として指定し，「セノウヒカリイシ
モチ（新称）」を提唱する．ここで「セノウ」は，
本種のタイプ標本を採集・撮影した瀬能　宏博士
（神奈川県立生命の星・地球博物館：本ホロタイ
プ標本を所蔵）に敬意を表してつけられた種小名
（senoui）に基づいている．

Tribe Sphaeramiini
マンジュウイシモチ族（新称）

以下の 6属を含む．タイプ属は Sphaeramia （マ
ンジュウイシモチ属）．本タイプ属は日本産の種を
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含むので，R1により標準和名はマンジュウイシモチ
族，Riにより和名の基準属はマンジュウイシモチ属．

Apogonichthyoides Smith, 1949　カクレテンジクダ
イ属　タイプ種は Amia uninotata（Apogonichthyoides 
uninotatus：標準和名なし）．和名の基準種は Riに
よりカクレテンジクダイ．本属の和名は林（2013）
により新称として提唱された．基準種の名称は林・
岸本（1983）によって新称として提唱された（この
ときの学名は Apogon fraxineus）．本属には 24種が
知られ，日本からは以下の 5種が知られている：ク
ロイシモチ A. niger，モンツキイシモチ A. melas，ヨ
コスジイシモチ A. sialis，カクレテンジクダイ A. 
timorensis，マダラテンジクダイ A. umbratilis．なお，
これまで日本では，ヨコスジイシモチの学名には林
（2013）にあるように A. cathetogramma が適用され
てきた．Gon（2000）は，これを A. sialisの新参異
名としたが，やはり別の種であるという見方も存在
する（林，研究中）．

Jaydia Smith, 1961　ツマグロイシモチ属（新称）
　タイプ種は Apogon ellioti [Apogon truncatusの新
参異名（Gon, 1997）]（ツマグロイシモチ）．本タ
イプ種は日本に分布するので，R1により標準和名
はツマグロイシモチ属，Riにより和名の基準種は
ツマグロイシモチ．本基準種の和名の初出は詳ら
かではないが，Jordan et al.（1913）には掲載され
ている．本属には 17種が知られ，日本からは以下
の 4種が知られている：シロヘリテンジクダイ J. 
albomarginatus，マトイシモチ J. carinata，テンジク
ダイ J. lineata，ツマグロイシモチ J. truncata． 

Nectamia Jordan, 1917　ナミダテンジクダイ属　タ
イプ種は Apogon fuscus（Nectamia fusca ＝ホソスジ
ナミダテンジクダイ）．和名の基準種は Riによりナ
ミダテンジクダイ．本属の和名は林（2013）によ
り，基準種の和名は Hayashi（1982）により新称と
して提唱された．本属は 9種を含み，日本からは
以下の 3種が知られている：バンダイシモチ N. 
bandanensis，ホソスジナミダテンジクダイ N. fusca，
ナミダテンジクダイ N. savayensis．

Pterapogon Koumans, 1933　（標準和名なし）　1種
（Pterapogon kauderni）が知られているが，日本か
らの報告はない．

Quinca Mees, 1966　（標準和名なし）　1種（Quinca 
mirifica）が知られているが，日本からの報告はない．

Sphaeramia Fowler and Bean, 1930　マンジュウイシ
モチ属　タイプ種は Apogon nematopterus （Sphaeramia 
nematoptera ＝マンジュウイシモチ）．和名の基準種は
Riによりマンジュウイシモチ．本属は次の 2種を含む：

マンジュウイシモチ S. nematoptera，ホソスジマンジュ
ウイシモチ S. orbicularis．ともにインド・太平洋の熱帯
域に広く分布し，日本からも知られている．両種の和名
は青柳（1941a, b）によりパラオ産の標本をもとに新称
として提唱されたが，後にHayashi and Kishimoto（1980）
が西表島産の標本を日本初記録として記載し，同じ和
名を採用した．この文献では属の和名を提唱していな
いが，後に林（1984）によってマンジュウイシモチ属と
いう名称が初めて使用された．

Tribe Veruluxini
クロスジスカシテンジクダイ族（新称）

タイプ属 Verulux（クロスジスカシテンジクダイ属：
p. 46で新称定義）のみからなる．本タイプ属には
日本産の種が含まれるので標準和名は R1によりク
ロスジスカシテンジクダイ族，Riにより和名の基準
属はクロスジスカシテンジクダイ属．

Verulux Fraser, 1972　クロスジスカシテンジクダイ属
（新称）　タイプ種は Rhabdamia cypselurus（Verulux 

cypselurus ＝クロスジスカシテンジクダイ）．本タイプ
種は日本に分布するので，R1により標準和名はクロ
スジスカシテンジクダイ属，Riにより和名の基準種
はクロスジスカシテンジクダイ．本基準種の和名は，
Ida and Moyer（1974）が新称として提唱した．本属
にはこの 1種のみが知られている．

Tribe Zoramiini
イトヒキテンジクダイ族（新称）

以下の 2属を含む．タイプ属は Zoramia（イトヒ
キテンジクダイ属）．本タイプ属には日本産の種が
含まれるので，R1により標準和名はイトヒキテンジ
クダイ族，Riにより和名の基準属はイトヒキテンジ
クダイ属．

Fibramia Fraser and Mabuchi, 2014　サンギルイシモ
チ属（新称）　タイプ種は Apogon thermalis（Fibramia 
thermalis ＝サンギルイシモチ）．本タイプ種は日本に
分布するので，R1により標準和名はサンギルイシモチ
属，Riにより和名の基準種はサンギルイシモチ．本基
準種の和名は，青柳（1941b）によりパラオ産の標
本をもとに新称として提唱されたが，後に Hayashi
（1980）が石垣島産の標本を日本初記録として記載
し，同じ和名を使用した．以下の全 3種が日本に
も分布する：アマミイシモチ F. amboinensis，ワキイ
シモチ F. lateralis，サンギルイシモチ F. thermalis．
なお，これまで日本では，サンギルイシモチの学名



テンジクダイ科分類群の標準和名 47

としては例えば林（2013）のように A. sangiensisが
使用されてきた．Allen and Randall（2002）は，こ
れを A. thermalisの新参異名としたが，やはり別の
種であるという見方も存在する（林，研究中）．

Zoramia Jordan, 1917　イトヒキテンジクダイ属　
タイプ種は Apogon graeffii （Zoramia leptacantha ＝イ
トヒキテンジクダイ）．和名の基準種は Riによりイ
トヒキテンジクダイ．本属の和名は林（2013）によ
り，基準種の和名は Ida and Moyer（1974）により，
新称として提唱された．本属は 6種を含み，日本
からは以下の 2種が知られている：イトヒキテンジ
クダイ Z. leptacantha，ウスモモテンジクダイ Z. 
viridiventer．
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